3/26議事録

アンケート結果と話し合い


１．難易度について

ⅰ）達成にかかった時間

遊んでほしい時間はどのくらいか？


→３～５回（１～２時間程度）約半日

もしそれ以上を想定しているなら、より多くのバリエーションが必要

（関連項目、２‐ⅱ）

ⅱ）難易度が適当であったか

評価は５段階で平均2.5（やや難しい側）

・難しいとした理由

運が必要、完成役までの手札調整が難しい

・易しいとした理由

覚えたら作業だけになりがち

・対象年齢はどうするか？

下限は、小学生（10代前半）にも出来るように

・目標によって住み分けを図る

・より簡単な目標が必要か

ⅲ）法則性をどの程度公開すべきか

二種類の法則に大分される

①枚数と出したカードの関係

これが分かれば中級まではクリア可能だが、明示する必要はありそう。

②５種のカード同士の関係（魔法陣）と、二つの儀式所の特徴

ほぼノーヒントの状態で、看破することはとても難しい。

絵によるヒントなどが必要


２．システムについて

ⅰ）店の待ち時間

人数が増えた時は、ストレスが溜まるかも。

ⅱ）イベントの必要性

・変化ではなく、追加要素として何かあったほうが良い

特定のカードを交換する

ランダムに交換する

＋１枚する（評価段階に差を付ける？）

最善手を目指す上級者向けシナリオ？

・ランクアップや交換そのものの単調さ

難化させて情報を多く公開する？

特定の組み合わせでのランクアップや、高ランク属性カードの完全上位互換化な

どの複雑化などが挙げられる

→フレーバーが複雑になり、完全な説明を行うことが難しくなる


３．ルールについて

ⅰ）説明が適当であったか

ただのパズルゲームにならないように、十分な入口説明を行う必要

☆結論

・基幹部分はそれほど変更せず、イベントや目標を多様化させる方向

・交換法則はどこかで説明、抽象的な表示などをする必要がある
